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==== 巻 頭 言 ====

流れの方向を定める本学会 

摂南大学学長 

JSSM 副会長 

  栗山仙之助 

 

 会員の皆さまにおか

れましては、ますます

ご清祥のこととお慶び

申し上げます。平素は、学会活動におきま

して、研究面、運営面でご協力を賜り厚く

御礼を申し上げます。 

 本学会の立脚点であるセキュリティは、

その重要性を日々増してきております。イ

ンターネットに代表される個人を巻き込ん

だ社会の情報化が進み、情報に関するセキ

ュリティ対策が社会的な課題となっていま

す。しかしながら、情報の流出や漏えいが

問題となる事件を耳にすることは確実に増

えている状況であると思われます。また、

人命が関わるような事故に関しての情報が

隠ぺいされ、問題が一層、深刻になるなど、

社会に不安を与える事態も起きております。

まさに、今の社会においてはセキュリティ

の必要性が高まっており、本学会が果たす

べき使命を強く感じます。 

 21 世紀を前にして 2000 年問題が騒がれ

た情報システムのセキュリティは、現在も

十分とは言えない状況です。企業の基幹業

務を中心に使われていた時代では、システ

ム間でのデータの互換性や取り扱っている

情報の種類が限定されていました。そして、

情報技術の進展と利用者が爆発的に増加し

ているインターネットが情報システムの適

用範囲を大きく広げました。ネットワーク

によって、様々な情報が流通し、統合され

ていったことから、社会における情報シス

テムの利便性も大きく向上しました。しか

し、このことが、情報システムの問題を深

刻なものにしている背景になっています。 

 技術の進展に伴う社会の変化によって問

題が起こるとき、私たちは往々にして懐古
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的な意見を呈することがあります。しかし

ながら、技術による社会の変化が時間軸に

逆らって巻き戻されたことはかつて一度も

ありません。やはり、現在の問題は正面か

ら対峙しなければ解決できないものと覚悟

をしなければならないものだと思われます。

したがって、昨今の情報ガイドラインで示

されていますように、参加者全員がセキュ

リティを重視していく社会に成長すること

は不可避であると思います。 

本学会第 16 回学術講演会は、平成 14 年

11 月 7 日木曜日、午後 1 時 30 分から 5 時

30 分まで、中央大学の市谷キャンパス 9階

国際会議場で開催され、盛況のうちに無事

に終了した｡当日は辻井会長の挨拶の後、下

記の 3 つのご講演があった｡何れも他では

伺うことができない貴重なお話で、興味深

く、OECD ガイドラインや個人情報保護を理

解する上で参考になるご講演であった。参

加者も 76 名に達し、何れのご講演について

も活発な質疑応答があった｡学術講演会は

会場風景(会長

 社会全体がセキュリティを意識して行動

することで、川の水が澱みなく流れるごと

しに健全な活動が実現すると思われます。

危険性に身をすくめて活動を止めてしまう

ことは、流れをゆるめて澱みを作るように

社会全体の質を悪化させてしまうでしょう。

ただし、闇雲に動くのではなく、ある一定

の方向性が必要となってきます。その方向

を作り出せるのは、技術、法制度、倫理を

全てカバーする本学会だと思います。 

大成功であったと思う｡ 

ご挨拶) 

 

 堀部政男先生のご講演 ■ 

政男先生(中央大学法学

部

ion Security and Privacy)副議長

と

 現在、わたしたちの社会が抱えている問

題は、技術面、倫理面、法律面など様々な

ものが複雑に関わりあっています。このよ

うな問題を解決するためには、個々の技術

や制度に関する研究はもちろんのこと、全

体を俯瞰的にとらえる価値観を持たなけれ

ばなりません。だからこそ、今ここに日本

セキュリティ・マネジメント学会の活発な

活動が期待されていると思います。 

■

最初の講演は本学会副会長、

堀部

教授)により「OECD 情報セ

キュリティ・プライバシー論

議と日本-OECD・WPISP 副議長

として-」と題してご講演を

頂いた｡OECD の歴史と堀部政男先生の参画

の経緯を簡単にご解説頂いた後、OECD にお

ける最近のセキュリティ・プライバシー論

議の概要についてご解説があった｡その後、

特にプライバシー・ガイドラインと改訂セ

キュリティ・ガイドラインの内容について

より詳細なご説明を頂いた｡ 

堀部政男先生は、WPISP (Working Party of 

Informat

 これからも、会員の皆さまと共に社会に

嘱望される本学会を発展させるべく、努力

していく所存です。 

 会員の皆さまのご健勝と、本学会の今後

ますますの発展を心より祈念しております。 

（2002 年 11 月 13 日受付） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
して６年間活躍されてきたご経験を元に、

OECD や WPISP のガイドライン策定活動、策

定された情報関係ガイドラインをご紹介さ

１．第 16 回｢学術講演会｣ 報告 
企画部会長 佐藤 修(東京経済大) 

■ 概要 ■ 
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れた｡そのご説明によると、WPISP は、OECD

において、ICCP(Information, Computers, 

and Communication Policy)の下部機関（ワ

ーキンググループ）の一つとして設立され

た、情報の制度的・立法的側面を検討する

組織である｡ 

堀部政男先生は 1980 年のプライバシー・

ガイドライン、1992 年のセキュリティ・ガ

イ

■ 

学術講演会の 2 番目は本

郎先生

(日

緯」、2番目が「本

 

れた。ここでは

ドライン、1997 年採択の暗号政策ガイド

ラインの策定、そして 2002 年のセキュリテ

ィ・ガイドライン改訂を指導されてきた｡

これらの策定活動の中で行われた議論や欧

米の考え方の違い、2001 年 9 月 11 日のニ

ューヨークでのテロ事件の影響など、OECD

の議論に直接参画されてきた当事者でなけ

れば伺えない細かなエピソードまで、詳細

にご説明された｡堀部政男先生が副議長と

して議論の調整にご苦労されたご様子が伺

えた｡また、これらについての日本政府の対

応と活動経緯などもご説明頂いた。他では

聞けない貴重なお話を伺うことができ、上

記の OECD 策定ガイドラインの理解をする

上で、大変に参考になった｡ 

 

■ 大木栄二郎先生のご講演 

学会理事、大木栄二

本 IBM(株)技術理事)の

ご講演「経営戦略としての

個人情報保護と対策」であ

った。大木先生はネットワ

ティを中心としたコンサル

携っていたことから、その

豊富な実務的経験に基いた内容で、経営戦

略を広い範囲から捉えた充実した講演であ

った。また、大木先生は本学会の個人情報

保護研究会のメンバーでもあり、その面か

らの内容も含んでいた。 

 講演は 3つの部分からなり、はじめに「個

人情報保護研究会の活動経

ークとセキュリ

ティングに長く

講演の中心にある「経営戦略としての個人

情報の保護と活用」で、最後に「個人情報

保護の課題と提言」としてまとめられた。 

 はじめの「個人情報保護研究会の活動経

緯」では、研究会の紹介、研究のテーマの

推移などについて簡単にご説明があった。

この研究会では、「個人情報保護法案」や

「プライバシーマークの導入」、「個人信用

情報の利用についての問題」などの個人情

報保護を中心とした研究活動を行っている。

 2 番目の「経営戦略としての個人情報の

保護と活用」では、5 つに分けて述べられ

た。第一は「事業環境の変化とセキュリテ

ィマネジメント」で、個人情報や企業情報

を取り巻く環境の変化を取り上げ、さらに

セキュリティマネジメントとリスクマネジ

メントの相違について述べられた。第二は

「企業活動における個人情報の活用」で、

企業活動と個人情報について企業モデルと

して捉えると CRM、ERP、SCM の三つの分野

に分けられることを説明し、それぞれにつ

いて詳説された。第三は「個人情報の保護

とリスク」で、個人の権利としてのプライ

バシー、OECD8 原則、プライバシーとセキ

ュリティの関係、プライバシーの意識変化

などについて解説された。第四は「ネット

ワーク時代の個人情報の収集・蓄積・利用

の課題」で、情報の「収集」、「蓄積」、「開

示」、「利用」、「廃業」という一連のサイク

ルの中での問題点や個人情報の取り扱い上

の課題などを取り上げられた。第五は「戦

略的な取り組みとしての個人情報の活用」

で、プライバシーについて経営戦略の中で

どのように取り組むのかや、CPO(Chief 

Privacy Officer)についての役割と責任な

ど、経営戦略における個人情報の取り組み

を具体的に述べられた。 

 最後はまとめとして「個人情報保護の課

題と提言」について説明さ

特に「企業体は経営面から取り組むべきで

ある」とした上で、経営面･業務面･システ

ム面の 3面について具体的に提言された。 
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■ 山崎文明先生のご講演 ■ 

最後の講演は、山崎文明

先生(グローバル・セキュリ

テ

講

回線で互いに結んだネットワークシ

おいては既存の

住

のかという疑問を提出され、その

他

イバシー問題について夫々異なる視点か

供されたもので、本学

会

＊＊＊＊＊＊＊ 

 

２．｢ネットワーク･セキュリティワー

ク

 開催報告        

ット

ワーク・セキュリティワーク

越後湯沢 200

からセキュリティを捉えてみようと、

ィ･エキスパート株式会

社(GSX)、代表取締役副社

長)から、「住基ネット接続

と個人情報保護に関する諸

演を頂いた｡山崎文明先生

の情報セキュリティに関す

るコンサルティングを行って来られた。 

住基ネットは市町村システム、都道府県シ

ステム、そして指定情報処理機関システム

を専用

問題」というご

は、地方自治体

ステムである｡山崎文明先生は多数の地方

自治体の住基ネット接続と個人情報保護の

状況を説明され、現状でのこれらシステム

や制度全体の問題点を指摘された｡最後に、

地方自治体の個人情報保護について本学会

が提言を行い、積極的に社会に貢献してい

くことをご提案された｡ 

山崎文明先生のお話によると、既に住基

ネット接続に関連して多数の事故が発生し

ている｡市町村システムに

基システムと住基ネットとの接続によっ

て、既存の住基システムの問題点や弱点が

住民票コード情報の漏洩問題を生み出して

いる状況を、事例中心にご説明された｡市町

村システムにおいては、情報セキュリティ

ポリシーの不整合や未整備が問題の原因で

ある｡ 

都道府県システムや指定情報処理機関シ

ステムについても、そもそもこれらが本当

に必要な

にも一連の欠陥を指摘された｡そして住

基ネットについてのマスコミや社会の議論

の不足・偏りを指摘され、プライバシーオ

フィサーの必要性、地方自治体職員や一般

市民への教育啓蒙の必要性を強調された｡

このような危険な現状に対してセキュリテ

ィマネジメントや個人情報保護を扱う本学

会が、社会と地方自治体に対して、積極的

に提言・啓蒙活動を行うことを提言された｡ 

 

■ まとめ ■ 

以上の 3つのご講演は、セキュリティ･プ

ラ

ら、貴重な情報を提

員にとって大変有意義な講演であった｡

テーマの重要性や個々の講演自体の価値か

ら言っても、もっと多数の参加者を集める

に値するものであった｡しかし広報活動の

期間が限られていたこともあり、上記の規

模になった｡それでも学術講演会としては

大成功であったと思う｡ 

(2002 年 11 月 15 日受付) 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ショップ in 越後湯沢 2002｣ 

須川賢洋（新潟大学法学部） 
 去る 10 月 3 日～5 日の 3 日間、「ネ

ショップ in 

2」を新潟県湯沢町で開催致し

ました。実行委員会を代表して私がレポー

トを書かせていただきたいと思います。 

 まずは何よりも、ご後援していただきま

した当セキュリティ・マネジメント学会に

対して感謝を申し上げるとともに、そのた

めにご尽力して下さいました関係者の皆様

にお礼を述べさせていただきたいと思いま

す。 

 1998 年に行われた第一回目の大会から数

えて三回目となる今回は、自分たちの身近

な視点

「ｅコミュミティとセキュリティ」をメイ

ンテーマに設定しました。その結果、約 200

名の参加、36 社の協賛、そしてセキュリテ

ィ・マネジメント学会を始め多くの関連団

体や官公庁の協力を得ることができ、大盛

況のうちに無事全日程を終了することがで
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きました。毎年春に南紀白浜で行われます

「コンピュータ犯罪に関する白浜シンポジ

ウム」とならんで、この分野の二大シンポ

ジウムとして定着させることができたので

はないかと思います。 

 今回は試験的に、半日ごとにサブテーマ

をおいて小さなセッションで区切るという

プログラム構成としました。「忙しい IT 業

してもらった後、

ぞれの専門分野について講演いただ

環の構築に向けて

加者が畳の上で膝を突き合わせて

界では二泊三日間フルタイムでの参加が難

しい」という声に配慮したものです。以下、

時系列的にその内容を簡単に紹介させてい

ただきたいと思います。 

 一日目は外国からの招待講演として韓国

の安天洪氏(AHN Cheon-hong)に韓国のセキ

ュリティ事情についてお話

医療情報セッションが行われ、特に医療と

個人情報保護・プライバシー問題を中心に、

秋山昌範氏（国立国際医療センター）、テレ

ビ番組ブロードキャスターのコメンテータ

ーとしてもおなじみの古川俊治氏（慶応大

学）にご講演いただき、その後、実行委員

会の羽柴正夫氏（新潟地域医療情報ネット

ワーク）の司会でトークセッションを行い

ました。秋山・古川両氏の熱弁はこの時間

内だけではとても収まりきらず、夜のナイ

トセッションの会場にまで続きました。エ

イズネットや遠隔医療においていかにプラ

イバシーを確保しているかという話から、

医療ミスをいかに無くすかという問題にま

で幅広く意見交換がされました。ナイトセ

ッションではさらに OS のセキュリティを

いかに確保するかということについても各

OSベンダーから直に鋭い指摘がなされまし

た。 

 翌二日目の午前中は、分科会ということ

で、二部屋に分かれて計六人の講師の方々

にそれ

きました。JSSM 会員でもある内田勝也氏（中

央大学研究開発機構）には「情報セキュリ

ティ専門家教育試案」と題して、いま世の

中で最も欲せられているセキュリティ専門

家をどのようにしてに養成するかというこ

とについて発表していただきました。この

他、セキュリティの最終的なリスクカバー

として保険をいかに活用すべきかという話

や、防衛庁の RMA(Revolution in Military 

Affairs)研究に関する話等々どの話も非常

に興味深いもので、「分科会方式のため全

部聴けなかったのが残念」という感想を多

くいただきました。 

 午後には当学会長の辻井重男氏（中央大

学）に「ユビキタス社会における自由と安

全--情報セキュリティ

--」という演題にて基調講演をいただき、

技術論だけにとどまらず哲学的領域までを

も網羅した非常に幅広い視野に立たれたソ

ーシャルセキュリティのあり方についてご

教示いただきました。その後、基調講演を

受けて藤本一男氏(作新学院大学)の司会に

よるパネルディスカッションを行い、産官

学さまざまな立場から意見を述べていただ

きました。特に最大の OS 供給者であるマイ

クロソフト社よりこのような場にて発言い

ただいたことは非常に斬新であったと思い

ます。 

 二日目の夜は、このワークショップの名

物の一つにもなっている車座会議です。文

字通り参

日頃思っている本音を語り合うというこの

企画を目的に参加される方も多くいらっし

ゃいます。特に今年は日経デジタルコアと

タイアップして行った「企業・組織の情報

セキュリティ対策」について論じる部屋で

は、その話題が広く住基ネットにまでおよ

び、非常に熱い議論が交わされました。 

 最終日はコンピュータ犯罪セッションと

して、アメリカの Edward Springer 氏の講

演、その後、熊谷勉氏(警察庁)、高橋郁夫

氏(弁護士)によるハイテク犯罪捜査の実状

紹介を経て、大トリとして夏井高人氏(明治

大学)に「サイバー犯罪対策の課題－矛盾す

る要求とそのバランス」と題した法的側面
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からの基調講演を行っていただき、我々が

見落としている現行法制度の不備を指摘し

ていただきました。 

 最終日の講演終了後、会場を「湯沢高原

ビール」という地ビール館に移してのフェ

アウェルパーティが行われます。実はこれ

催者側にも聞こえてまいります。

 

）

ご覧下さい。また、日経産業新聞 2002 年

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

３．研究会便り
～ 先端技術･情報犯罪とｾｷｭﾘﾃｨ研究会

marusig@tkc.att.ne.jp  
CIS

伏見 諭（(株) 情報数理

Fushimi@imslab.c

ィを確実にする

当然

る。セキュリティ

技

か取り上げられない傾

向

間団体により行われ、

専

al Information 
Certification 

sadmin 、  Audit 、 

 
 

幹事：丸重裕子 

h

SP 試験の受験体験記 

研究所） 

は正規のワークショップのプログラムでは

なく、地元観光協会が主催するオプショナ

ルイベントなのですが、こちらの方もすっ

かりとワークショップの特徴となってしま

ったようです。すべてのプログラムが終わ

った後の開放的な気分で講師・一般参加者

という区別なく気さくに飲みながら意見交

換できるということが参加者の方に気に入

ってもらっているようです。やはりセキュ

リティ確保の第一歩は人的コミュニケーシ

ョンの確保なのだということを痛感させら

れます。 

 世の中の景気が冷え込む中、「何も泊ま

り掛けでお金を使わなくても・・」という

声が実は主

o.jp 

ITシステムのセキュリテ

上で、マネジメント的な視点のほかに

技術的な視点も重要であ

術というと、ファイアウォールとか、ウ

ィルス対策とかを思い浮かべる方もおられ

るだろうが、トータルシステムや組織のセ

キュリティを統合的に作り上げていくシス

テムセキュリティエンジニアリングのアプ

ローチが基本的な骨格を作り上げる技術と

して重要となる。 
わが国では、従来こうしたトータルな技

術アプローチが弱く、純粋マネージメント

か個別技術の視点し

があったが、セキュリティ先進国ではセ

キュリティエンジニアリングは根付いた技

術となっている。 
米国では、そのようなセキュリティエン

ジニアリングを推進する専門家の資格認定

試験がいくつかの民

しかしながら「そのような時代だからこそ、

あえて原点に返り、文字通り、膝をつき合

わせて本音の議論の場を提供することこそ

が大事なのではないか」というのが実行委

員会の一貫した信念となっております。や

はり信頼関係の確保こそが真のセキュリテ

ィの確保につながるのではないでしょうか。

 最後に本ワークショップは 2003 年度も

10 月第一週に開催する予定です。皆様のご

参加をお待ち申し上げております。 

門性の認定という以上に、社会的なステ

ータスを形成している。セキュリティ専門

家資格試験として民間コンソーシアムが行

っているものと、特定の製品のメーカが製

品メンテナンスに付随して行っているもの

などが見られる。 
＜民間コンソーシアムなど＞ 
・ (ISC)2---CISSP、SSCP 資格試験 
(ISC)2=Internation

 

（補足）プログラムの詳細は Web ページ

（http://www.yuzawaonsen.gr.jp/conf/

を

Systems Security 10 月 31 日の第二部「IT 戦略特集」にもワ

ークショップに関する記事が掲載されてお

ります。 

(2002 年 11 月 19 日受付) 

 

＊＊＊＊＊

Consortium、 Inc. 
・ SANS---GIAC と言われる約１０種の

特定領域指向の資格試験 
SANS Institute=Sy
Network、 Security 研究所 
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・ ISACA---通常システム監査の団体とし

て知られているが、最近セキュリティ関

連試験 CISM も始めた 
ISACA=Information Systems Audit and 

trol Association 
ISSEA が準備中 

Con
・ 

tion 

サーバソフト製品等に関

に類似のものとして、セキ

ュ

 Training 
an

ご紹介したい。こ

の

USA 
Kong 

ISSEA=International Systems Security 
Engineering Associa
＜製品メーカ＞ 
CISCO 社は、ルータ製品に関連する資格試

験で著名である 
Micro Soft 社は、

連した資格試験を行っている 
＜政府機関＞ 

NSA は昨年 ISSE という専門家資格試験

計画を進めていた。 
また、これら

リティアセスメント専門家資格試験があ

る。INFOSEC は、Assessment
d Rating というフレームワークの中で、

IAM(INFOSEC Assessment 
Methodology) Course を実施し、監査組織

に対する IA-CMM Appraisal という診断を

実施している。ISSEA コンソーシアムは、

SSE-CMM(ISO/IEC 21827)のアセッサ資

格認定を進めている。  
これらの中で、もっともメジャーである

と思われる CISSP 試験をこのたび受験・合

格したので、受験体験を

CISSP の国際的な普及状況は、CISSP
資格保持者のリスト(CISSP Directory)に
よって調べると概数次のようになっている

(事柄の性格上、公表分のみということとな

る）。 
3000 Israel 5 Hong 220 

Canada 300 India 100 Japan 10 
UK 150 Korea 120+   
Russia 72 China 0   

るが、

本 の 1 名の中 も日本名、日本企業所

属 れるのは

日本の少なさが目立ってい この日

在住 0 で

と見ら 4-5 名であり、他は米軍

所

でもよく、

10 分野から出題される。 
・

 
y 

 Network、 &  

nuity Planning 

問題である 250 題が

るアン

る。

合

属や外資系企業所属である。日本人が少

ない理由は、いろいろ考えられるが、「この

分野の立ち遅れ」という原因があるとすれ

ば、それは早急に克服する必要がある。 
  CISSP を実施しているコンソーシアム

(ISC)2 の WEB サイトでの情報によると、

昨年度資格保持者は 3,370 名から 7,890 名

に急増し、特に海外保持者は 241 名から

1,242 名になったとしている。 
  基本的な受験資格の経験要素は、IT セキ

ュリティ関連実務経験３年以上である。こ

れは、多少マネージメントより

また教育従事者等も可である。ただし、業

務において判断を伴わないと思われるオペ

レータ、コーダの経験は不可となっている。

2003 年 1 月以降はこの経験要素が「4 年以

上」になる。他に誓約書的なものの提出が

必要である。 
資格試験の内容は、CBK(Common Body 

of Knowledge)というシラバス風のものに

規定された次の

Security Management Practices 
・Security Architecture and Models 
・Access Control Systems & Methodology
・Application Development Securit
・Operations Security 
・Physical Security 
・Cryptography 
・Telecommunications、

Internet Security 
・Business Conti
・Law、 Investigations、 & Ethics 
試験はすべて 4 択の

出題される。このうち何題かは単な

ケートであり、「正解」はない問題であ

格基準は、複数ある問題セットの難易度

を勘案して統計処理を行った後に、1,000
分の 700 ポイントを正答していればよいと

のことである。制度面(Law など)や物理セ

キュリティの規制面は国ごとの違いがどの

ように処理されるか気にかかるところだが、
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近年は米国の制度、実態に偏らないような

配慮を行っているという表明がなされてい

る。 
CISSP 試験への準備や、専門家としての

実力を養成するために、CBK のセミナーや

CISSP 受験対策本なども実施、出版されて

い

として参加させていただいた。

受

、暗号、

運

者、類似資格

として参加させていただいた。

受

、暗号、

運

者、類似資格

る。また(ISC)2 は公式 CBK セミナーも

実施している。弊社がサポートして、今年

7月に日本で始めて実施したCBKセミナー

は予算の都合上、(ISC)2 から派遣された１

名のインストラクタで実施した。この際の

講義内容は受験対策と言うより、実際の専

門家ノウハウを追求するものであり、好感

が持てた。コースの実施時間としては、最

近は、5 日×8 時間コースとして実施してい

る。かつては 8 日間コースであった。 
CISSPの受験対策の書籍はインタネット

検索などで 5-6 種類のものがヒットするよ

うである。 

る。かつては 8 日間コースであった。 
CISSPの受験対策の書籍はインタネット

検索などで 5-6 種類のものがヒットするよ

うである。 
私は、上記の日本初のセミナー・試験の

サポートチームの責任者でもあったが、自

らも一受験者

私は、上記の日本初のセミナー・試験の

サポートチームの責任者でもあったが、自

らも一受験者

験した際の、試験の雰囲気を記す。この

試験は、世界中すべて英語で行うという点

がやはり日本人には不安である。試験の方

は 8 月に実施したが、この場合、試験監督

官は 3 名の方で、アドリブ的な日本語での

サポートもあった。6 時間休憩なし、持込

の軽食は可という条件である。6 時間の間

緊張感を保ち、良いコンディションで設問

に対処できるかどうかは個人差があるよう

である。私自身は、6 時間というのは結構

250 問を解くには適切な時間と感じた。な

お、英語以外が母国語の参加者のために、

ペーパーの英語辞書は持込可となっている。

質問は原則として不可である。 
出題分野のうち、マネージメント系の問

題方が技術的な問題より内容的には突っ込

みが浅いと感じた。ネットワーク

験した際の、試験の雰囲気を記す。この

試験は、世界中すべて英語で行うという点

がやはり日本人には不安である。試験の方

は 8 月に実施したが、この場合、試験監督

官は 3 名の方で、アドリブ的な日本語での

サポートもあった。6 時間休憩なし、持込

の軽食は可という条件である。6 時間の間

緊張感を保ち、良いコンディションで設問

に対処できるかどうかは個人差があるよう

である。私自身は、6 時間というのは結構

250 問を解くには適切な時間と感じた。な

お、英語以外が母国語の参加者のために、

ペーパーの英語辞書は持込可となっている。

質問は原則として不可である。 
出題分野のうち、マネージメント系の問

題方が技術的な問題より内容的には突っ込

みが浅いと感じた。ネットワーク

用関連は細かい質問も結構多いと感じた。

設問の中では著名なシステム固有名や商品

名が聞かれることもある。 
試験合格後の手続きであるが、図に示すよ

うな Endorsement 書類の提出が必要であ

り、これは、CISSP 資格保持

用関連は細かい質問も結構多いと感じた。

設問の中では著名なシステム固有名や商品

名が聞かれることもある。 
試験合格後の手続きであるが、図に示すよ

うな Endorsement 書類の提出が必要であ

り、これは、CISSP 資格保持

保持者、または最低限として職場の上司か

らの身元保証のような趣旨のものである。

ほかに履歴書の提出も必要である。また、

通常はこれら書類の形式審査でパスとなる

が、無作為抽出で、幾人かは「書類記載事

項の精査」の対象となるという制度となっ

ている。 

保持者、または最低限として職場の上司か

らの身元保証のような趣旨のものである。

ほかに履歴書の提出も必要である。また、

通常はこれら書類の形式審査でパスとなる

が、無作為抽出で、幾人かは「書類記載事

項の精査」の対象となるという制度となっ

ている。 

CISSP 資格者 
他の類似ライ

ス・資格 
セン

 

職場の上司 

 
以上 

 (2002 年 10 月 16 日受付) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

 
 

＊ 
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４．書 評 
「経営戦略としての個人情報保護と対策」

JSSM 個人情報保護研究会編、工業調査会刊 

 弁護士 高橋郁夫 

その一方で住基ネットに

リ

 

 

平成 14 年は、個人情報保護法案が、種々

の批判から国会での成立が見送りとなり、

おける情報セキュ

ティなどの問題が新聞の 1 面を騒がせる

こともあり、個人情報保護の観点からも、

非常に進展のあった 1 年だったということ

ができるであろう。また、出版の状況に目

を移せば、ISMS や情報セキュリティをテ

ーマにした書物の出版も相次いでいる。本

書はそのような情勢の中で出版された書物

であり、特に個人情報の保護及び利用が、

企業経営の 1 つの要素として重要であるこ

とを前提として記載された点に特徴がある。

 オンライン書店などで、個人情報保護を

キーワードにして検索をすると、新聞記事

などで注目された住基ネットを掘り下げた

書物、個人情報保護法をメディア規制法と

して説く書物、法律専門書、システムの観

点から掘り下げた書物などが挙がってくる。

しかしながら、個人情報保護が企業の総合

的な経営戦略の一環として捉えられるべき

問題であることを強調した書物は、本書し

か見ることができないであろう。個人情報

保護の最も有効な保護手段は、法律、シス

テム構築、監査、経営論などの総合的な観

点からはじめて成り立つものである。筆者

は、個人情報保護の体系を図のようにまと

めることができると考えている。そして、

右のシステムの部分においては、経営陣の

かかわり、CIO やそれを支える組織が重要

であると説くことにしている。情報セキュ

リティにせよ、個人情報保護にせよ、その

最も重要な観点は、これらがシステム担当

者の課題にすぎないのではなく、経営問題

であるという経営トップの意識および企業

経営における位置づけであるということが

強く認識されるべきであろう。そして、こ

れらは、守って当たり前という防衛的な意

味だけではなく、これの保護により企業の

価値を高めていくというきわめて積極的な

意味を持っているのである。そのような観

点からしたとき、経営戦略としての個人情
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報保護対策という観点を正面から打ち出し

た本書は、この個人情報保護の特徴を正面

からとらえたものということができるであ

ろう。本書は、上述のような観点から、バ

～ 投稿のお願い ～ 

編集部会長 大曽根 匡（専修大学）

ニュースレターは会員相互の情報交換の

場です。タイムリーな解説記事などを個人

的に投稿いただいても結構です。 

問合わせ、入稿は E メールでお願いしま

す。紙面の許す限り、締切りに間に合う原

稿を採用させていただきます。なお字数は、

3,000 字以内でお願いいたします。 

学会誌ともども会員各位の積極的な投稿

をお願いいたします。 

 
投稿･問合せ先：office@jssm.net 

ランス良く法的問題点、コンプライアンス

体制の確立、技術的対策、将来展望などが

記載されている。正にこの問題にかかわる

企業人にとって最も手頃でかつ総合的な解

説であるということができるであろう。 
 また、読者は、最新のかつ興味深い記述

を、その関心のよりどころに従って見つけ

ることができるであろう。筆者は、事例研

究(序論)、CPO、EPA の話(第 1 章)、プラ

遭遇するであろう

以上のような観点から、企業における個

情報保護に関わる人間にとって、本書は、

薦 で

で

年

人情報

保護研究会｣の編

集により、工業調

査会から 2002 年

ました。 
 

ISBN4-7693-5128-3) 

＊＊＊＊＊ 

 

５
た 

学

た。今後、ニュースレターも前回号を PDF

ファイルで掲載予定です。 

また、入会申込書等もダウンロードでき

ますので、入会勧誘にご利用下さい。 

URL は http://www.jssm.net/ です。 

遭遇するであろう

以上のような観点から、企業における個

情報保護に関わる人間にとって、本書は、

薦 で

で

年

人情報

保護研究会｣の編

集により、工業調

査会から 2002 年

ました。 
 

ISBN4-7693-5128-3) 

＊＊＊＊＊ 

 

５
た 

学

た。今後、ニュースレターも前回号を PDF

ファイルで掲載予定です。 

また、入会申込書等もダウンロードでき

ますので、入会勧誘にご利用下さい。 

URL は http://www.jssm.net/ です。 

 
 
 
 イバシーポリシーの話(第 5 章)、技術的対策

などの話(第 6 章)などに特に興味を引かれ

た。これらは、読者の興味にもよるだろう

が、読者は、それぞれ興味深い記述に必ず味深い記述に必ず

．JSSM からのお知らせ 
◇ ホームページをリニューアルしまし

．JSSM からのお知らせ 
◇ ホームページをリニューアルしまし

会の最新情報を掲載するようにしまし会の最新情報を掲載するようにしまし

。 。 
  

人人

めしたい一冊めしたい一冊手頃な解説書として、お

あるということができる

(2002
 
 

手頃な解説書として、お

あるということができる

(2002
 
 

あろう。 
11 月 14 日受付) 
あろう。 
11 月 14 日受付) 

編集部会註 

｢経営戦略として

の個人情報保護

と対策｣は、 
JSSM｢個

編集部会註 

｢経営戦略として

の個人情報保護

と対策｣は、 
JSSM｢個

 

◇  

学会への送金口座が変わ

い 郵便振替口

座は通常会費用口座と講演

に

00190-0-160904 

 8 月に出版され8 月に出版され
 学会の振込口座が変わりました

りました。新し

口座は次の通りです。なお、((
会等の特別口座  

分かれています。ご注意下さい。 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
郵便振替(会費･一般送金用)：   
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郵便振替(大会･講演会用)： 

00190-4-160912 

◇

SSM では、中央大学研究開発機構との

 

く

t/)に掲載しま

す

 
◇ 

テーマ：情報セキュリティの課題と実践 

 
 
 

では、中央大学研究開発機構との

 

く

t/)に掲載しま

す

 
◇ 

テーマ：情報セキュリティの課題と実践 

 
 
 

ださい。詳細は決まり次第、順次ホーム

ページ(http://www.jssm.ne
ださい。詳細は決まり次第、順次ホーム

ページ(http://www.jssm.ne
ので、ご確認ください。 ので、ご確認ください。 三井住友銀行：小石川支店(普通)3525466 

名義はいづれも｢日本セキュリティ･マネジ

メント学会｣です。 

 

ECOM とセミナーを共催します 

セミナーを予定しています。詳細はホー

ムページでご確認下さい。 

ECOM とセミナーを共催します 

セミナーを予定しています。詳細はホー

ムページでご確認下さい。  特別シンポジウム開催します 

J
共催で特別無料シンポジウム｢e-Japan を推

進する暗号と情報セキュリティ｣を開催予

定 す。奮ってご参加

程、申

主 催：電子商取引推進協議会(ECOM) 
本ネットワークセキュリティ協会 

ネジメント学会 
aw） 

共催で特別無料シンポジウム｢e-Japan を推

進する暗号と情報セキュリティ｣を開催予

定 す。奮ってご参加

程、申

主 催：電子商取引推進協議会(ECOM) 
本ネットワークセキュリティ協会 

ネジメント学会 
aw） 

■ 無料シンポジウム開催のお知らせ ■ 

主催：日本セキュリティ･マネジメント学会、中央大学研究開発機構 

日時：2003 年 1 月 22 日 9：30～17：20  場所：中央大学 駿河台記念館 2815 号室(お茶の水)

講 演 1 

暗号最前線は今～SCIS2003 を覗き見る  

/ 辻井重男(中央大) 

CRYPTREC(電子政府暗号委員会)の活動  

/ 金子敏信(東京理科大)

 

 

 

 

 *講師の敬称は省略させて頂きました。 

 *詳細は JSSM ホームページでご確認下さい。 

パネ

 電

セキュリティ

浩(東京大) 

論家) 

パネラー    / 松井英

浩(NEC

パネ

 電

ュリティ

コーディネータ / 須藤 修(東京大) 

コメンテータ  / 加藤尚武(鳥取環境大) 

パネラー    / 大野(総務省)、岡本栄司(筑

波大)、阿部賢一(NTT データ)、白井均(日立総

合計画研)、関口和一(日経新聞) 

日日

でで ください。   日本セキュリティ･マください。   日本セキュリティ･マ

し込み方法等、は下記をご確認   情報ネットワーク法学会（In-Lし込み方法等、は下記をご確認   情報ネットワーク法学会（In-L

  
   

日日

    
  
 

  
  

  
  
 
 
 

 
 
 
  
  

  
  
 
 
 

 
 
 

号と情報セキュリティ｣ 

ル討論会第 1部 

子ビジネスライフを推進する 

情報

コーディネータ / 安田 

コメンテータ  / 野中ともよ(評

生(経産省)、高取敏

夫(JIPDEC)、佐々木良一(電機大)、山口

ソフト)、服部桂(朝日新聞) 

ル討論会第 2部 

子政府･自治体を推進する 

情報セキ

  
 
  
  
 
  
  
 
 
  
  
  
  
 
 
  

 

 

 
 

 
 

 
｢e-Japan を推進する暗

講 演 2 

特別講演 

 大星公二(NTT ドコモ相談役) 

 

  

  

    
 
 
 

   
   
   
    
 
 
 
 名、会社名、所属･役職、住所、電話

 
 
 

 
 
 

参加は無料ですが、事前登録が必要です

Fax、メールアドレス、を

  

。氏 、

明記の上、jssm-sympo2003@cip メールで

申し込み下さい。 問合せは 042-377-0202(サイファージャ

her-japan.com へ

パン)まで。  
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 後 援：経済産業省 
 

(懇親会 18：00～19：45) 

9：15～16：40 
京 

かもしれません。 
 
＊

 

６
◇ 

場

出 、黒川副会長、内田、

山本、

各

議

,000

議

 他、常任理事 2名 理事 4名 

集部会長 大曽根常任理事 

 他、 名 理

究部会長 山本常任理事 

議  

用す

常任理 

行する。 

 

 

議

 推挙す

 

議

ターの拡充、講習

議

   目指し、投稿増加策等を検討した。 

議事 8.入退会承認 

務局より報告された、新規入会申

込み(正会員12名、学生会員1名、

13名)、

承認した。 

企画部会長 佐藤常任理事 

  他、常任理事 2名 理事 6名 

総務部会長 光岡常任理事 

開催日：平成 15 年 2 月 25 日(火) 
9：25～17：00 

  他、常任理事 2名 理事 5名 

事 3.ホームページの改善について平成 15 年 2 月 26 日(水)  

今後ホームページを積極的に活

ることを確認した。入会案内、研究場 所：五反田･ゆうぽうと東

会案内、等を掲載する。また＊予定は変更される

事会議事録等もニュースレターから

ホームページ中心に移＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

議事 4.学術講演会実施について

．常任理事会議事録抜粋 
第 1 回常任理事会 

 企画部を中心に検討することを確認。

事 5.名誉会長推挙について 

清水前会長を名誉会長として日時：2002 年 7 月 15 日 18:30-20:30 
所：中央大学市ヶ谷校舎 2605 教室 
席者：辻井会長

ることを決定した。

事 6.会員増強のための方策 

 会長方針に基づき、ホームページの大内、大曽根、佐藤、浜谷、光岡、

拡充、ニュースレ常任理事、今市事務局長 

会の実施、等を検討した。 

事 7.編集部会報告 

学会誌、ニュースレターの活性化を 

事 1.会長方針発表･各理事自己紹介 

会員増強が急務である。会員 1

人を目指す。 

事 2.新役員体制の決定 

国際部会長 今井常任理事 

事 

し編

常任理事 2  事 8 名 賛助会員4社)、退会(正会員 

を研

  他、常任理事 3名 理事 4名  

 

 

 

 

■ 第 17 回全国

会を下記の通り予定しています。 

学

 

 

  

 お 

 

 

 成 

 

  

 ス  会 場：東京経済大学 
 

 

 

西武線 国分寺駅徒歩 13 分) 

)でご確認く

 (JR 中
  
 詳細は、ホームページ(http://www
  

 大会の 知らせ ■ 

JSSM では第 17 回全国大

会員の皆さんの積極的な発表、参加で 功させましょう。 

日 時：2003 年 6 月 7 日(土) 

国分寺キャンパ

央線･

.jssm.net/ ださい。 
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議事 9.その他 

 

 

◇ 

4 日 18:30-20:30 

 

 

  

賛助会員へのお礼としてリスト(リン

開催を確認した。 

。 

総務と

サポートする。 
議

次回常任理事会で検討する。 

議事 6.その他報告 

ョン＆ゲーミング学

 

ショップ in越後湯沢の参加要請がさ

れた。 

 
 

 

) 

ｽ 

ケー 

院[学] 

科 

ヤ(株) 

 

1400018 士通北陸ｼｽﾃﾑｽﾞ 

 

NEC(株) 

泉大学 コミュ

学] 

凸版印刷(株) 

ンドサーベイ 

議事 7.入退会承認  辻井新会長の就任に伴い、現銀行口

事務局から、入会申込み(正会員10件、座を廃止、新規に開設することを確

賛助会員 3件)の報告があり承認された。認した。 

第 2 回常任理事会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

日時：2002 年 9 月 2  

場所：中央大学市ヶ谷校舎 2601 教室 
出席者：辻井会長、黒川副会長、堀部

7．会員異動(2002.4.1 ～ 10.31) 
◇ 新入会員(一般会員32名･学生会員2名

1400001 大原 昇  (有)セキュア･システ副会長、内田、大内、岡安、佐藤、浜

谷、光岡、各常任理事、今市事務局長 ムズ･コンサルティング  

1400002 中村勝洋 千葉大学 理学部 議事 1.全国大会報告 

1400003 石井由策 (株)ワイ・デー・ケー   第 16 回大会に関しては次回常任理事

会で大曽根常任理事より報告する。 

第 17 回大会は、2003 年 6 月 7 日、東

京経済大(国分寺)での開催を確認した。 

1400004 在間敬子 専修大学 商学部 

1400005 大野良一  安田火災海上保険 

1400006 中島博文 (株)NHK ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞ

1400007 木村隆幸 (株)ワイ・デー・議事 2.ホームページ運営の件

1400008 武田仁己 東京理大 大学ニュースレター、常任理事会議事録、

等を掲載することを確認した。また、 1400009 米岡 学  浦和短期大学 経営

1400010 岡田長治  (有)エルアイコープ 

1400011 重松孝明 電子商取引推進協議会 ク)を掲載することで各社に確認する。 

1400012 松下二郎 (有)ｱｲ･ﾃｨ･ｼｽﾃﾑ監理 議事 3.学術講演会開催の件 

1400013 大沼哲也 (株)日立製作所 テーマは｢個人情報保護関連｣とし、

2002 年 11 月７日、中央大学市ヶ谷キ

ャンパスでの
1400014 小泉雄介  (株)NEC 総研 

1400015 竹上端一 日本コンベ
講師は予定していたマイクロソフト社

が辞退、堀部副会長、他で調整する
1400016 木村光宏 法政大学 工学部

1400017 佐々木良一東京電機大学 工学部 

由井裕一 (株)富
議事 4.学会主催セミナー開催の件 

情報セキュリティ＆暗号化セミナーの

企画案が辻井会長より提案され開催を

決定した。 
講師調整等は辻井会長が行い、

1400019 増永信彦 (有)王禅寺環境 

1400020 井上正昭  BSI･ジャパン(株)

1400021 力 利則 
企画部会が連携し

1400022 高橋達昭  パステル(株) 
事 5.ECOM 主催セミナー開催の件 

内田常任理事より、電子商取引推進協 1400023 沢 恒雄  愛知学

ニティ政策学部 議会(ECOM)主体のセミナー開催への協

力依頼の報告がされた。詳細企画案を 1400024 川上浩則 (株)テクノフォース 

1400025 西方忠男 (株)シスウエイ  

1400026 嵓渕尹嗣  
日本シミュレーシ

1400027 藤川真樹  綜合警備保障(株)[
会後援の承諾報告が事務局よりされた。

またネットワーク・セキュリティワー
1400028 植野俊雄  ISU 

1400029 酒井勝正 
ク

1400030 木村道也 (合)トレ
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1400031 岡嶋裕史  関東学院大学 済学部 

ス 

 

下電器産業(株)

社) 
) 

02002 マイクロソフト(株) 

 

97765 平本健二  1098795 鈴木正朝 

 1086210 北野孝一 

96746 山中喜義 1095710 坂本龍雄 

1094

089358 深澤賢治 1099808 大岸伸之 

[学][賛]は

＊

 投稿規定 
年 7月 19 日改定） 

研

等

つ

(1

究ノート、事例研究、資料、翻訳、

される。その分類は編集部

(2

  
学

論 は、執筆者のうち少なく

ない。 

４．投稿手続 
(1) 投 絡先、

 

ssm.net 

のにフロ

の)が

(3

(4 に際しては、「学会誌原

ものとする。 

５．投稿原稿の審査 

1400032 中村 達  (株)アイネ

1400033 北村真一  (株)東芝 

1400034 黒川信弘  松

  

◇ 新入会員(賛助会員 7

4202001 NTT データテクノロジ(株

42

4202003 (株)富士総合研究所 

4202004 (株)エクサ 

4202005 イーバンテック(有) 

4202006 プロミス(株) 

4202007 NTT ソフトウエア(株) 

 

◇ 退会 17 名(うち賛助会員 1社) 
1091462 新開 哲  1091477 村  勇 

1086182 塚田敬義  1099820 三角義明 

1092515 梅内俊夫 1095601 近藤君子

10

1090432 那野比古

10

564 志方 泰  1093526 今福秀昌 

1

4089055 情報処理振興事業協会[賛] 

 

◇ 除籍 28 名 

 

学生会員、賛助会員です。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
日本セキュリティ・マネジメント学会 
学会誌研究論文等

（1999

１．目的 
本規定は、学会誌に掲載する研究論文、

究ノート、事例研究、資料、翻訳、書評

（以下「研究論文等」という）の投稿に

いて規定する。 
２．研究論文等の分類 
) 投稿される原稿（以下「投稿原稿」とい 

う）は、その内容、性格等により研究論

文、研

書評等に分類

会の責任において行う。 

)編集部会が原稿執筆を依頼した場合に

は、前項の分類にかかわらず、巻頭言、

特別寄稿、講演録等適宜定めるものとす

る。 

３．投稿資格 
研究論文等の投稿者は、原則として、当

会員に限定する。2 名以上による共同

文等の場合に

とも 1 名は当学会員でなければなら

稿希望者は、表題、執筆者名、連

投稿予定日、入会年月などをはがきまた

は、Eメールで、予め下記に申し込むも

のとする。 

  申込先：日本セキュリティ・ 

マネジメント学会編集部会 

E メール：office@j

(2)投稿原稿はワープロ、パソコン等を用い

て執筆されていることを原則とする。原

稿送付に際しては印刷されたも

ッピーディスク(MS/DOS テキストモード

のものまたは指定の様式によるも

添付されていること。 

)投稿原稿は、研究論文では図表込みで掲

載された状態で 10 頁程度。研究ノートで

は 5～7頁程度を目安とする。 

)投稿原稿の執筆

稿執筆要項」に従う

(5)既に他の学会誌、雑誌等に発表した原稿

を投稿することはできない。本学会誌に

投稿した原稿は、採用不可となった場合

を除き、他の学会誌、雑誌等に投稿して

はならない。 

(1)投稿者から原稿が提出されたときは、編

集部会は、受付日と受付番号を記した「投

稿原稿受付通知書」を直ちに発送する。 
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(2 原稿執筆要項 )編集部会は、受理した投稿原稿の内容に

応じて、適切な専門分野の査読委員に審

(3 載に値

等の種別の妥当性

従い、2 ヶ月以

る。 

(4)編集部会

き、次のいずれかに決定する。 

 

(6

い場合には、編集

置をする。 

等の査定結果により取り扱い

連絡し了解

(8

６

(1

(2 配布す

(3 に掲載された研究論文等の原稿

料は、学会の支給基準により無償とする。

別に定める基準による。 

は

(5)この規定の改定は、編集部会で審議の上

 

(1)

(3)

2段組、10ポイント、

(4) 

を表

(5)

結語など）の

用、正当な範囲を

ない。 

にし、本文

(9) 参考文献

 （

  

出

 （編著和書籍

名，『書名』,

  ≪例≫ 安心太郎「安全管理」，危機 

  

 原稿は「………である」調の文体で、な 

るべく当用漢字を用い、新仮名使いによ

って書く。 

査を依頼する。 

)査読委員は、当該原稿が学会誌掲

(2) 原稿には、表題、所属機関名、執筆者名するか否か、研究論文
いずれも日本語と英語で併記する。 

 投稿原稿は、可能な限り刷り上がりイメ 

ージと同様なフォーマット（A4 版、1

行 23文字×38行、

判断の上、所定の様式に

内にコメントを付して編集部会に返送す

は、査読委員の審査結果に基づ
1頁 1,748 字）で作成する。 

600～800 字程度の概要と、3～6個のキ 

ーワードをつける。概要は原稿全体の内

容をレビューしたものである。また、キ

ーワードは原稿全体の内容の特徴

   ａ．採用する。 

  ｂ．採用しない。 

   ｃ．投稿者に照会して、加筆訂正、疑 

問点への回答などを求めた上で、

改めて審査を行い採否を決定す

る。 

す用語である。 

 原稿本文は序論（問題提起、はじめにな 

ど）、本論、結論（結び、

(5)上記決定後、編集部会は、直ちにその決

定を投稿者に通知する。 

)照会期間は 1ヶ月とし、1ヶ月以上経っ

て投稿者より連絡がな

順に記述する。本論については章、節、

項の区別を明確にし、それぞれ 1、 1.1、 

1.1.1 のように番号をつける。 

(6) 本文では、参考文献を適切に引用し、当

論文の研究上の位置づけ、主張の概要な

どを明記する。 
部会より投稿者に連絡し、取り下げか否

かを確認の上、適切な措
(7) 他文献から引用・転載については、著作 

(7)研究論文
権を尊重し、無断流

が違った場合(例えば研究論文から研究

ノート等へ変更)は、投稿者に
超える引用･転載は行わ

(8) 引用（参考）する場合には、引用（参考） 

個所に一連番号を（ ）書き
を得るものとする。 

)不採用になった原稿は、その理由を付し
末に番号順に参考文献を記載する。 

て投稿者に返却する。 

．その他 

)本学会誌に掲載された研究論文等の出

の詳細な記述については以下 

を参照すること。 

単著和書籍の場合） 

著者名，『書名』，出版社名，発行年月，版権は本学会に帰属する。 

)投稿者には掲載紙を 10 部無料で 引用（または参考）頁。 

  ≪例≫ 安心太郎，『情報管理』，JSS 

版，1999，123-147 ページ。 

の場合） 

る。それ以上は投稿者の実費負担とする。 

)学会誌

著書名，「題名」，編集者非会員の場合は
出版社名，発行年月，引用（参考）頁。 (4)本規定に示されていない事項について

、編集部会で協議決定する。 
    管理研究会編，『危機管理 

の歴史』JSSM 出版，1998，

254-263 ページ。 
行う。 

以上
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 （単著洋書籍

著者名，書 社名，発行 

 

 

80（土岐，中辻，服部訳，

 （編著和書籍の場合）

  著者名，“

名（斜 ，発行年月，

 

，

 （和雑誌の

『雑誌名』，○巻○

  

 （洋雑誌の

執筆者名，“題名”，雑誌名（斜体），Vol. 

○，No.○，発行年月，引用（参考）頁。 

  ≪例≫ Ahmad 

Revolut “ ， Journal of 

temporary

，1968．

  

 

(11)

その場合は、筆者

(12)

(13) 一つ書き、（ワ

で記載する。原則として図番号と図名

部中央に、表番号と表名は表

の上部中央につけ

 また、本文中に挿入個所を明記する。

 

図－１ を挿入 

(14)校正は原則として再校までとし、

者が行うものとする。校正時の大幅な

加筆変更は認められない。 

15)依頼原稿の場合も、本執筆要領に従うもの

とする。 

以上 

2002 年
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卓美（凸版印刷） 

の場合） 

名(斜体)，出版

(10)その他疑義ある場合は、通常広く認め

られている書式を使用する。 

必要に応じて引用文献一覧とは別に、 

参考文献をつける。

年月，引用（参考）頁。

≪例≫ porter，M.E．，Competitive

Strategy，The Free Press，

19

のアルファベット順、年代順に掲げ、

記載事項は引用の場合に準じる。 

脚注を必要とするときは、本文中の該

当個所に、＊、＊＊、＊＊＊、＊＊＊

＊の記号を付して、きりのよい個所に

脚注を記載する。 

図、表は、一枚の用紙に

『競争の戦略』，ダイヤモン

ド社，1982） 

 

題名（斜体）”，編者名，“書

体）“，出版社名

引用頁。 ープロの場合でも図、表は手書きで構

わない）図、表をそれぞれに一連番号

をつけ、図－１、表－１…のような形

  ≪例≫ Emmery，J．C．，“The Function

of IRM ”，in Henshamei（ed．）

“ Historical Process of 

MIS ”，JASMIN Press，1922，

pp．123-185． 

場合） 

は図の下

る。 

 

  執筆者名，「題名」， なお、図表の作成に使用した資料・文

献などは、必ず出典を明らかにする。 号，発行年月，引用（参考）頁。 

≪例≫ 新俳章，「セキュリティ管理」，

『日本セキュリティ・マネジ

メント学会誌』，1 巻 11 号，

1998 年 3 月 25-30 ページ。 

場合） 

≪例≫ 

 

投稿

  

F.，“The Young Turk (

ion

 History，Vol.3，  
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